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▼
専
務
理
事
＝
角

田
由
理
子
（
学
識

経
験
）
▼
理
事
＝

荒
堀
安
行
、
岩
楯

重
治
、
福
島
正
文
、

上
野
勝
、
神
田
功
、

小
暮
和
幸
、
松
本

一
宏
、
粕
谷
秀
夫
、

杉
﨑
一
三
六
、
肥

　

（
一
社
）
都
農
業
会
議
は
、
６
月

18
日
に
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
、
会

員
78
人
の
出
席
を
得
て
第
１
２
３

回
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
は
平
成
29
年
度
事

業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
の
承
認

に
つ
い
て
説
明
し
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
。
第
２
号
議
案
で
は
平
成

28
年
４
月
に
一
般
社
団
法
人
と
な

り
、
初
の
任
期
満
了
を
迎
え
た
理

事
お
よ
び
監
事
の
選
任
を
行
い
、

全
理
事
29
名
・
監
事
2
名
が
満
場

一
致
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
選
任
後
の
理
事
会
で
は
会

長(
代
表
理
事)

に
青
山
佾
氏
、

副
会
長
に
吉
川
庄
衞
氏
並
び
に
須

藤
正
敏
氏
、
専
務
理
事
に
角
田
由

理
子
氏
を
再
任
し
ま
し
た
。

　

役
員
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

会
長
＝
青
山
佾
（
学
識
経
験
）

副
会
長
＝
吉
川
庄
衞
（
町
田
市
）

須
藤
正
敏
（
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
）
、

沼
和
夫
、
中
村
勝
司
、
松
村
俊
夫
、

沖
山
慶
孝
、
小
林
辰
男
、
小
澤

満場一致で全理事・監事が再任された

第
１
２
３
回
通
常
総
会
開
く

　

全
理
事
・
監
事
を
再
任　

～
２
期
目
ス
タ
ー
ト
～

29
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認

あ　

ぜ　

み　

ち

　

７
月
の
三
連
休
に
高
校
の

同
期
３
人
で
南
ア
ル
プ
ス
の

北
岳
に
登
っ
た
◆
豪
雨
で
通

常
ル
ー
ト
の
沢
が
崩
壊
し
通

行
止
め
、
尾
根
筋
の
急
登
と

な
っ
た
◆
は
る
か
に
還
暦
を

過
ぎ
た
身
で
は
、
汗
が
噴
き

出
し
顎
は
上
が
り
足
が
出
な

い
。
日
進
月
歩
は
遠
い
昔
に

思
え
、
今
は
二
歩
進
ん
で
は

足
が
吊
っ
た
と
大
騒
ぎ
◆
携

帯
は
圏
外
。
腹
が
邪
魔
し
て

背
負
っ
て
も
ら
え
な
い
◆
わ

め
い
て
も
叫
ん
で
も
、
自
ら

歩
く
し
か
な
い
。
キ
リ
マ
ン

ジ
ャ
ロ
の
よ
う
に
、
ポ
レ
ポ
レ

（
ゆ
っ
く
り
）
と
一
歩
を
踏
み

出
す
の
み
◆
傍
ら
を
、
小
学

生
で
あ
ろ
う
女
の
子
が
、
黙
々

と
登
り
、
時
折
立
ち
止
ま
っ

て
は
静
か
に
息
を
整
え
て
い

る
。
同
行
の
母
親
は
、
急
か

せ
も
せ
ず
女
の
子
が
動
き
だ

す
ま
で
待
っ
て
い
た
◆
い
つ

し
か
こ
の
母
娘
は
、
休
ん
で

ば
か
り
の
我
々
の
視
野
か
ら

消
え
、
翌
朝
登
頂
後
下
山
す

る
二
人
と
す
れ
違
っ
た
◆
と

も
か
く
、
こ
の
子
に
「
足
を

前
に
出
す
こ
と
」「
一
歩
踏
み

出
す
こ
と
」
の
原
点
を
教
え

ら
れ
た
山
行
だ
っ
た
。

　

農
地
の
保
全
と
農
地
流
動
化

の
推
進
に
向
け
、
本
年
度
も
８

月
～
10
月
に
「
農
地
管
理
・
流

動
化
推
進
月
間
」
を
設
定
し
、

全
都
活
動
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

区
市
の
市
街
化
区
域
で
は

「
生
産
緑
地
に
か
か
わ
る
制
度

が
大
き
く
か
わ
り
ま
す
」
な
ど

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
特

定
生
産
緑
地
制
度
な
ど
を
、
農

業
振
興
地
域
や
市
街
化
調
整
区

域
で
は
農
地
流
動
化
を
す
す
め

る
制
度
を
周
知
し
、
農
地
利
用

状
況
調
査
を
通
じ
て
農
地
の
保

全
や
利
活
用
の
促
進
を
は
か
る

月
間
で
す
。

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て

農
地
の
保
全
や
利
用
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

農
地
の
管
理
徹
底
と
流
動
化
の
推
進
を
！

８
月
～
10
月
は
「
農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間
」
で
す

島
し
ょ
農
業
の
更
な
る
活
性
化
に
向
け
た
要
望
な
ど
を
決
議

島
し
ょ
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会

　

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会（
沖

山
慶
孝
会
長
＝
八
丈
町
）
は
、
こ

の
ほ
ど
、
島
し
ょ
農
業
委
員
会
・

農
業
者
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

1
日
目
の
協
議
で
は
、「
島
し
ょ

農
業
委
員
会
活
動
の
積
極
的
推
進

に
関
す
る
決
議
」
と
「
活
き
活
き

と
し
た
島
し
ょ
農
業
を
実
現
す
る

た
め
の
施
策
に
関
す
る
要
望
」
が

上
程
さ
れ
、
満
場
一
致
で
決
定
を

し
、
沖
山
会
長
か
ら
都
農
業
振
興

課
の
松
川
敦
課
長
に
要
望
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
八
王
子
市
で
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
生
産
す

る
石
川
研
氏
の
農
業
経
営
を
見
学

し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

松川都農業振興課長（左）に要望書
を手渡す沖山会長（右）

嘉
一
、
五
十
嵐
隆
、
中
村
喜
一
、

野
﨑
啓
太
郎
、
産
形
稔
、
城
田

恆
良
、
髙
橋
信
博
、
小
山
有
彦
、

藤
野
勝
、
杉
浦
裕
之
、
眞
利
子

伊
知
郎
▼
監
事
＝
石
阪
脩
、
小

林
春
木
（
役
員
の
任
期
は
平
成

32
年
６
月
総
会
終
結
時
ま
で
の

２
年
。
）

　

な
お
、
あ
わ
せ
て
、
新
理
事

(

29
名)

の
「
常
設
審
議
委
員
」

の
再
任
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
６

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
６
５
号　

平
成
30
年
７
月
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６
月
理
事
会

　

６
月
18
日
中
野
サ
ン
プ
ラ

ザ
に
て
開
催
し
た
。

　

第
１
２
３
回
通
常
総
会
で

選
任
さ
れ
た
理
事
及
び
監
事

に
よ
り
青
山
佾
会
長
、
吉
川

庄
衞
副
会
長
、
須
藤
正
敏
副

会
長
、
角
田
由
理
子
専
務
理

事
お
よ
び
常
設
審
議
委
員
29

名
を
再
任
し
た
。

第
３
回
常
設
審
議
委
員
会

　

理
事
会
終
了
後
に
開
催
し
た
。

議
事

　

農
地
法
５
条
の
農
業
委
員

会
会
長
諮
問
１
件
に
つ
い
て

審
議
し
許
可
相
当
と
し
た
。

報
告

　

５
月
の
農
地
法
４
条
・
５
条

の
農
地
転
用
許
可
状
況
を
東
京

都
か
ら
、
ま
た
６
月
の
農
地
中

間
管
理
権
の
取
得
と
農
地
利
用

配
分
計
画
の
決
定
お
よ
び
使
用

収
益
権
の
設
定
の
状
況
を
事
務

局
よ
り
報
告
し
た
。

協
議

　

①
８
月
か
ら
10
月
を
期
間

と
す
る
農
地
管
理
・
流
動
化

推
進
月
間
要
領
②
平
成
30
年

度
ふ
る
さ
と
東
京
む
ら
づ
く

り
塾
活
動
計
画
③
農
業
委
員

会
と
認
定
農
業
者
と
の
意
見

交
換
会
・
座
談
会
の
実
施
要

領
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

７
月
理
事
会

　

７
月
17
日
Ｊ
Ａ
東
京
南  

新
宿
ビ
ル
会
議
室
に
て
開
催

し
た
。

　

臨
時
総
会
を
平
成
30
年
８

月
21
日
㈫
午
後
１
時
30
分
よ

り
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿
ビ
ル
会

議
室
で
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
提
出
議
案
を
①
理

事
１
名
の
選
任
②
農
業
委
員

会
法
第
53
条
に
基
づ
く
意
見

③
平
成
30
年
度
収
支
予
算
の

補
正
と
し
た
。

第
４
回
常
設
審
議
委
員
会

　

理
事
会
終
了
後
に
開
催
し
た
。

報
告

　

６
月
の
農
地
法
４
条
・
５

条
の
農
地
転
用
許
可
状
況
を

東
京
都
か
ら
報
告
し
た
。

協
議

　

①
認
定
農
業
者
制
度
の
推

進
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。

②
「
都
市
農
地
の
貸
借
の
円

滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
案
」
等
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明

を
し
、
意
見
を
求
め
た
。

理
事
会
・
常
設
審
議
委
員
だ
よ
り

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
眞
利
子
伊
知
郎
会
長
）
は
６
月

14
日
、
武
蔵
野
市
ス
イ
ン
グ
ホ
ー

ル
に
て
第
48
回
通
常
総
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

総
会
で
決
定
さ
れ
た
平
成
30

年
度
の
活
動
計
画
で
は
、
消
費

者
と
の
交
流
活
動
や
、
セ
ミ
ナ
ー

等
の
研
究
活
動
に
従
来
以
上
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
農
業
体
験
農

園
協
会
（
加
藤
義
松
理
事
長
）
は
、

6
月
13
日
に
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ

ホ
ー
ル
に
て
平
成
30
年
度
通
常
総

会
を
開
き
、
会
員
な
ど
約
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

や
区
市
町
村
と
連
携
し
、
制
度

の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

５
月
30
日
、
都
農
業
会
議
（
青

山
佾
会
長
）
は
、
全
国
農
業
委

員
会
会
長
大
会
の
終
了
後
に
衆

議
院
第
１
議
員
会
館
に
お
い
て

東
京
都
選
出
の
国
会
議
員
と
都

市
農
業
の
振
興
に
関
す
る
意
見

交
換
会
を
開
き
、
都
内
18
区
市

の
農
業
委
員
会
長
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

出
席
し
た
国
会
議
員
は
「
貴

重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
多
面
的
な
役
割
を
持
つ
都

市
農
地
を
守
る
た
め
に
東
京
都

　

協
議
で
は
、
平
成
30
年
度
事
業

計
画
お
よ
び
収
支
予
算
な
ど
の
ほ

か
、(

一
社)

東
京
都
農
業
会
議

へ
の
事
務
局
業
務
の
委
託
に
伴
う

事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
全
8
議
案
が
す
べ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

〈
全
国
農
業
体
験
農
園
協
会
の
所

在
地
は
下
記
の
と
お
り
〉

東

京

都

渋

谷

区

代

々

木

２

-
10-

12(

一
社)

東
京
都
農
業

会
議
内　

て
い
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
に
は
「
都
市
農
地

を
め
ぐ
る
制
度
・
税
制
改
正
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
農
業
経
営
者
セ
ミ

ナ
ー
を
開
き
、
総
会
か
ら
引
き
続

き
出
席
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
会
員

と
あ
わ
せ
都
内
の
農
業
者
ら
約

１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

消
費
者
と
の
交
流
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
第
48
回
通
常
総
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
農
業
体
験
農
園
協
会
通
常
総
会
開
く

（
一
社
）
東
京
都
農
業
会
議
に
事
務
局
業
務
を
委
託

東
京
都
選
出
の
国
会
議
員
と
意
見
交
換
会
を
開
く

挨拶をする眞利子会長

都市農地保全に向け率直に意見を交換
し合った

挨拶をする加藤理事長
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究
会
会
長
・
武
蔵
大
学
名
誉
教

授
の
後
藤
光
蔵
氏
が
「
農
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り-

計
画
的
都
市

農
業
の
展
開-

」
と
し
て
と
り

ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
区
市
町
に
お
い
て

関
係
団
体
が
協
力
を
し
新
た
な

法
律
や
制
度
を
農
業
者
に
周
知

を
し
、
農
地
の
保
全
と
農
業
振

興
、
ま
た
農
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

団
体
が
一
同
に
会
し
、
こ
れ
か

ら
の
東
京
の
ま
ち
づ
く
り
や
農

業
振
興
な
ど
に
つ
い
て
認
識
を

共
有
化
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
ち
、
農
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
確
立
に
向
け
て
次

の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
企
画

し
た
も
の
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
33
区
市

町
の
都
市
計
画
部
局
や
農
業
委

員
会
関
係
者
、
農
業
団
体
な
ど

約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
山
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

東
京
都
の
上
林
山
農
林
水
産
部

長
・
久
保
田
都
市
づ
く
り
政
策

部
長
、
須
藤
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会

会
長
の
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
青

山
会
長
が
「
世
界
の
主
要
都
市

の
ま
ち
づ
く
り
と
農
業
」
を
テ
ー

マ
に
基
調
講
演
を
行
ま
し
た
。

　

問
題
提
起
で
は
①
東
京
都
都

市
づ
く
り
政
策
部
緑
地
景
観
課

の
米
田
課
長
よ
り
「
東
京
の
農

地
と
都
市
計
画
」
に
つ
い
て
②

東
京
都
農
林
水
産
部
農
業
振
興

課
の
松
川
課
長
よ
り
「
こ
れ
か

ら
の
東
京
の
農
業
振
興
～
新
た

な
都
市
農
地
制
度
を
踏
ま
え
て

～
」
に
つ
い
て
を
話
し
、
③
武

蔵
野
市
農
業
委
員
会
長
で
認
定

農
業
者
で
あ
る
榎
本
一
宏
氏
よ

り
、
「
私
の
描
く
農
業
経
営
」
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
問
題
提
起
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ア
グ
リ
タ
ウ
ン
研

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
広

報
研
究
会
を
開
き
、
各
区
市
町
村

農
業
委
員
会
の
農
業
委
員
会
だ
よ

り
編
集
担
当
者
な
ど
約
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
ま
ず
都
農
業
会

議
の
角
田
専
務
理
事
が
あ
い
さ
つ

を
し
、
引
き
続
き
農
業
委
員
会
活

動
に
お
け
る
情
報
活
動
の
重
要
性

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、 (

株)

コ
ト
リ
コ
の
江

藤
梢
氏
が
「
魅
力
的
な
広
報
誌
を

つ
く
る
に
は
～
全
国
農
業
だ
よ
り

コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
～
」
に
つ
い
て

講
演
を
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
効
果
的
な
誌
面
の

構
成
や
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
の
使
い

方
、
伝
え
る
た
め
の
工
夫
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、青
梅
市
、あ
き
る
野
市
、

西
東
京
市
の
各
農
業
委
員
会
よ
り

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
農
業
会
議
所
よ
り

全
国
農
業
新
聞
の
普
及
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

魅力ある広報誌のつくり方について講演する
江藤氏

魅
力
あ
る
広
報
誌
の
つ
く
り
方
を
研
究広

報
研
究
会
開
く

 

（
一
社
）
都
農
業
会
議
は
、
７

月
２
日
、
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿
ビ

ル
に
て
「
農
業
と
大
都
市
東
京

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
き
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
に
新
都
市
計
画
法

が
成
立
し
て
今
年
で
50
年
に
な

り
ま
す
。
こ
の
間
、
都
市
農
業

者
は
、
農
地
へ
の
高
額
な
固
定

資
産
税
と
相
続
税
が
課
せ
ら
れ

ま
し
た
が
、
都
市
農
地
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
逞
し
い
営
農
意

欲
に
よ
り
、
農
地
を
保
全
し
て

き
ま
し
た
。

　

幾
多
の
国
会
要
請
等
の
都
市

農
業
確
立
運
動
を
経
て
①
昭
和

49
年
に
生
産
緑
地
法
の
成
立
②

昭
和
50
年
に
農
地
の
相
続
税
納

税
猶
予
制
度
の
創
設
③
昭
和
57

年
に
長
期
営
農
継
続
農
地
の
創

設
④
平
成
３
年
に
同
制
度
の
廃

止
⑤
平
成
４
年
に
生
産
緑
地
法

お
よ
び
相
続
税
等
納
税
猶
予
制

度
の
一
部
改
正
の
施
行
を
経
て

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

半
世
紀
を
経
て
昨
年
６
月
に

は
、
生
産
緑
地
法
等
の
改
正
が

さ
れ
、
去
る
６
月
20
日
に
は
都

市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
が
成
立

し
、
こ
の
法
律
に
よ
り
生
産
緑

地
を
貸
し
て
も
相
続
税
猶
予
制

度
が
継
続
出
来
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
た
な
法
律
や
制

度
の
周
知
と
活
用
を
進
め
、
新

た
な
農
業
経
営
を
視
野
に
入
れ

て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
都
市

計
画
お
よ
び
農
業
関
係
機
関
・

農
業
と
大
都
市
東
京
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

農
業
・
都
市
計
画
関
係
者
が
連
携
を
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
制
度
の
周
知
と
農
業
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
！

主催者挨拶をする青山会長

シンポジウムのとりまとめをする後藤氏

シンポジウムには都内の農業者など約 130 人
が集まった
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今
年
度
も
「
東
京
都
農
作
物

生
産
状
況
調
査
」
を
都
指
定
統

計
調
査
第
６
号
と
し
て
、
都
内

全
域
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
各
農
作
物
の
作

付
面
積
や
出
荷
量
な
ど
を
調
査

す
る
も
の
で
、
農
作
物
の
災
害

対
策
を
は
じ
め
補
助
事
業
な
ど

の
根
拠
と
な
る
基
礎
デ
ー
タ
を

把
握
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
、
農
業
者
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
調

査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
※
調
査
票
の
回
答
内
容
は
、
他

の
目
的
に
は
絶
対
に
使
用
し
ま

せ
ん
。）

「
東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査
」
ご
協
力
の
お
願
い

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業

委
員
会
系
統
組
織
の
情
報
誌 

 
 

で
す
。

　

農
政
の
情
勢
、
農
地
制
度
や

税
制
の
解
説
な
ど
農
業
委
員
会

活
動
や
農
業
経
営
に
役
立
つ
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、

情
報
の
受
発
信
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
地
域
農
業
の
振
興
に
結

び
つ
く
重
要
な
活
動
で
す
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
各
位
に
は
、
相
続

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
ひ
と
り

１
部
以
上
の
普
及
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
月
４
回
発
行
・
年
間

８
４
０
０
円
）

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
普
及
を
！

　

都
内
の
多
く
の
区
市
町
村
で
、

地
域
の
住
民
が
農
業
を
体
験
し
、

都
市
農
業
の
理
解
促
進
に
繋
げ
よ

う
と
す
る
た
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
「
酪
農
体
験
」

　

親
子
35
組
98
人
が
参
加
し
、
乳

搾
り
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
餌
や
り

体
験
な
ど
を
し
ま
し
た
。

昭
島
市
「
親
子
米
つ
く
り
教
室
」

　

親
子
26
組
66
人
が
参
加
し
、
市

内
の
水
田
で
米
の
収
穫
体
験
を
し

ま
し
た
。

三
鷹
市
「
市
民
の
つ
ど
い
」

　

親
子
30
組
76
人
が
参
加
し
、
野

菜
の
収
穫
体
験
や
花
苗
の
寄
せ
植

え
な
ど
を
し
ま
し
た
。

都
内
各
地
で
農
業
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る

篠ノ井信里地区の農家の女性の取り組
みについて研究した

　

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合

会(

粕
谷
会
長
：
立
川
市
）
は
、

７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
長

野
市
内
に
て
現
地
研
究
を
開
き
ま

し
た
。

　

１
日
目
は
、
篠
ノ
井
信
里
地
区

の
農
家
の
女
性
た
ち
が
「
少
し
で

も
社
会
貢
献
が
で
き
、
健
康
で
楽

し
い
農
業
を
め
ざ
そ
う
」
と
平
成

４
年
か
ら
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
で
土
・

日
限
定
で
営
業
し
て
い
る
直
売
所

の
見
学
を
し
ま
し
た
。
平
成
11
年

度
に
、
補
助
金
で
工
場
を
建
設
し

た
こ
と
を
機
会
に
法
人
化
し
、
農

家
の
女
性
だ
け
で
有
限
会
社
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
長
野
市
と
同
市
農

業
委
員
会
の
活
動
を
研
究
し
ま
し

た
。
同
市
は
、
市
単
独
事
業
で
、

年
間
１
２
０
万
円
を
３
年
間
助
成

す
る
親
元
就
農
者
支
援
事
業
を
創

設
し
ま
し
た
。

　

同
市
の
農
業
委
員
会
活
動
は
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

長
野
市
の
農
業
委
員
会
活
動
な
ど
を
研
究

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

進
委
員
を
市
内
５
地
区
に
分
担
し

「
地
区
調
査
会
」
を
設
置
し
、
毎

月
協
議
し
た
結
果
を
報
告
す
る
体

制
や
、
農
家
相
談
会
を
開
く
な
ど

特
徴
あ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

８
月
～
９
月
の
日
程

８
・
21 

㈫ 

臨
時
総
会

８
・
21 

㈫ 

理
事
会

８
・
21 

㈫ 

常
設
審
議
委
員
会

８
・
29 

㈬ 

農
地
流
動
化
会
議

８
・
30 

㈭ 

担
い
手
支
援
会
議

８
・
30 

㈭ 

主
任
職
員
協
議
会

８
・
30 

㈭ 

都
職
研
研
究
集
会

８
・
30 

㈭ 

都
職
研
役
員
会

９
・
14 

㈮ 

農
委
職
員
現
地
研

９
・
18 

㈫ 

常
設
審
議
委
員
会

９
・
27 

㈭ 

農
地
部
会
長
研
究
集
会

練馬区の酪農体験は区内唯一の牧場で
ある小泉牧場にて開かれた

国
分
寺
市
「
農
ウ
ォ
ー
ク
」

　

市
民
な
ど
87
人
が
参
加
し
、
市

内
の
植
木
生
産
の
見
学
や
野
菜
の

収
穫
体
験
な
ど
を
し
ま
し
た
。

東
久
留
米
市
「
親
子
農
業
体
験
」

「
農
ウ
ォ
ー
ク
」

　

親
子
農
業
体
験
に
は
11
組
34
人

が
参
加
し
野
菜
の
収
穫
体
験
を
し

ま
し
た
。
農
ウ
ォ
ー
ク
に
は
30
組

88
人
が
参
加
し
市
内
の
農
業
を
見

学
・
体
験
し
ま
し
た
。

東久留米市では親子農業体験を開き様々な
種類のジャガイモの収穫を体験した


